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EX.1イントロから困までのペース ・ パタ ー ン
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EX.2イントロから困までのシンセ ・ パタ ー ン
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EX.3困のメロディ
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を非常に客観的に聞くことができるので、 その際、スクエアが大切にしているの
欠点を見つけ出すのが容易になり、 どこ は、実際自分たちで演奏していて気持ち
を どう改めればよいかということもおの が良いか どうか、ということです。 どこ

ずとわかってくるからです。 か納得がいかない場合は、その部分に何
さてデモテープの内容ですが、スクェ か欠点があるということになります。デ

アの場合、前項で述べたように、困回の モテー プでは計り知れないことを、 この

メロディがわかればよいと言う訳ではぁ リハ ーサルの期間に補っていくわけ です。
りません。EX. Iのペース・パターンがあっ
たり、EX.2のシンセサイザーのフレーズ
があったり、 それらが どのようにドラム
のリズムとからみ合うのか、また、回の
部分は どういった流れを区］匡の後にも
たらすのか、 全体のアレンジを聞かせな
ければなりません。従って、かなりクオリ
ティの高いMTR、シーケンサー、リズ
ムマシンが必要になってくるわけ です。

『DROP GOAL 』 のデモテープはシ

ーケンサー、リズムマシン、 何台かのシ

ンセサイザーの同期演奏を直接テ ープレ
コ ー ダーに鋒音して作りました。

戸リハーサルを行なう

レコ ーディング前に必ず数日間のリハ
ーサルを行ないます。メンバーがそれぞ
れ作曲した譜面やデモテ＿プを持ち寄り
それをもとに、 全員で演奏し、 他のメン
パーの意見などから手直しされることも

多々あります。

roROP GOAL』の場合、リハー

サルの段階でメロディをサックスて演奏
することになり、キ ーをCから E'に上
げ、また、サックス ・ ソロの部分のコ ード
進行を、より困匡］の雰囲気に合うよう、
変更することになりました。

月レコ ー ディングに際して

スクエアは、 音楽のもっているいわゆ
る全体の） ！．）を大切にしています。その
ため、リズム・トラックを録る時でも、全
員が同時にプレイして、ライプと同じよ
うに緑音します。従ってOKがでる基準
もドラムとベースのコンビネ ーシ ョン、
ソロ ・ プレイヤ ーとドラムとのインター

プレイな ど、 後で録り直しのきかない部
分の善し悪しにかかっています。

ただ『カピオラニの通り雨』という曲
のように、ドラムが一定のパターンを最
初から最後まで演奏するような；令静な正

確さを要求される場合、 ドラムだけ先に

録音し、それを聞きながら他のメンバ ー

が演奏するパターンもあります。
音楽のタイプや、 アーティストによっ

ては、パス ・ ドラム、 スネアドラム、シ

ンバル、 ハイハットと、 ドラムさえ別々
に録音し、 その上にベース、キ ーボード
（シンセサイ ザー）などを順番に 一つ一つ
録音していく方法をとる場合もあります。

戸ミックス ・ ダウンとは

リズムトラックに、シンセサイザーや
ギターな どを、オーバー ダピングし、 で

きあがった何トラックもの音源の音量の
パランスをとったり、リパー ブ、 ディレ
イな どエフェクターをかけたりと、 曲の
仕上げの作業をここで行ないます。 この
時メンバ ーそれぞれの意見がまとまらな
〈なると困るので、 スクエアの場合は事

前にエンジニアに要望書を渡します。自
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